
全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、
11
月
9
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
木
）
に
か
け
て
「
22
秋
年
末
闘
争
中
央
行
動
」
を
取
り
組
ん

だ
。取

り
組
み
は
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
へ
の
行
政
交
渉
、
日
本
貿
易
会
、
外

国
船
舶
協
会
へ
の
ユ
ー
ザ
ー
要
請
行
動
と
新
橋
駅
前
Ｓ
Ｌ
広
場
に
て
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
全
国
港
湾
中
央
執
行
委
員
と
港
運
同
盟
四
役
を
中
心
に
、
各
地
区
港
湾
代
表
を
招
請
し
合
わ
せ
て
56
名

が
参
加
し
た
。

行
動
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
水

際
対
策
の
緩
和
や
全
国
旅
行
支

援
で
人
の
動
き
が
活
発
に
な
り

新
規
感
染
者
数
拡
大
の
第
8
波

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
参
加

人
数
を
絞
り
、
原
則
、
中
央
執

行
委
員
と
地
区
港
湾
代
表
1
名

の
参
加
と
し
取
り
組
ん
だ
。

行
動
の
第
一
日
目
は
、
9
日

（
水
）
十
三
時
に
国
土
交
通
省

前
に
集
合
し
て
行
動
に
先
立

ち
、
意
思
統
一
集
会
が
開
催
さ

れ
た
。

集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
全
国
港
湾
真
島
委
員
長
か
ら

今
中
央
行
動
に
際
し
て
の
た
た

か
う
決
意
表
明
を
受
け
、
参
加

者
全
員
が
交
渉
場
所
の
国
土
交

通
省
会
議
室
に
入
っ
た
。

交
渉
に
つ
い
て
は
、
22
春
闘

中
央
行
動
と
同
様
に
交
渉
場
所

を
移
動
せ
ず
、
国
土
交
通
省
会

議
室
で
行
う
と
し
て
、
13
時
30

分
か
ら
15
時
ま
で
国
土
交
通
省

と
、
15
時
20
分
か
ら
16
時
50
分

ま
で
厚
生
労
働
省
と
行
っ
た
。

ま
た
、
15
時
か
ら
外
国
船
舶
協

会
の
要
請
行
動
に
は
、
担
当
3

名
が
向
か
っ
た
。

【
国
土
交
通
省
回
答
（
抜
粋
）
】

①
お
手
伝
い
特
例
に
つ
い
て
、

活
用
に
あ
た
っ
て
は
既
存
事
業

者
間
の
協
業
へ
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
し
つ
つ
、
厳
正
な
審
査

の
上
で
運
用
す
る
。
②
適
正
料

金
確
保
に
つ
い
て
、引
き
続
き
、

働
き
方
改
革
の
原
資
と
も
な
る

べ
き
料
金
の
適
正
収
受
に
関

し
、
施
策
化
が
可
能
と
な
っ
た

も
の
か
ら
順
次
、
具
体
化
を
進

め
る
。
③
不
合
理
な
商
慣
行
の

実
態
の
把
握
や
事
例
の
収
集
に

努
め
、
料
金
の
適
正
収
受
と
不

合
理
な
商
慣
行
の
改
善
に
向
け

て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め

る
。
④
非
効
率
石
炭
火
力
の
フ

ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、

就
労
へ
の
影
響
の
発
生
防
止
・

最
小
化
に
十
分
に
留
意
す
る
よ

う
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
要

請
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
電
力
基

盤
整
備
課
の
三
者
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
う
。
⑤
電
気
事
業
連
合

等
と
の
情
報
交
換
及
び
意
見
交

換
が
で
き
る
場
の
設
置
に
関
す

る
要
望
つ
い
て
は
、
三
者
の
打

ち
合
わ
せ
を
通
じ
て
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
に
伝
え
る
。

【
厚
生
労
働
省
回
答
（
抜
粋
）
】

①
港
湾
労
働
法
の
全
港
・
全
職

種
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、

港
湾
労
使
に
よ
る
議
論
を
前
提

と
し
つ
つ
、
指
定
基
準
等
に
つ

い
て
過
去
の
経
緯
及
び
現
状
の

精
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ワ
ッ
ペ
ン
使
用
に
つ
い
て
は
、

港
湾
労
使
の
理
解
と
合
意
が
な

さ
れ
た
場
合
に
は
、
引
き
続
き

導
入
に
協
力
す
る
。
②
マ
ル
チ

テ
ナ
ン
ト
型
の
港
湾
倉
庫
の
指

定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
建

物
単
位
で
の
指
定
を
原
則
と
し

て
い
た
が
、
テ
ナ
ン
ト
単
位
で

の
指
定
を
原
則
と
す
る
方
針
に

変
更
し
、
関
係
労
働
局
へ
通
知

し
た
。
③
港
湾
運
送
料
金
の
適

正
収
受
と
商
慣
行
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
対
し

必
要
な
協
力
を
行
い
、
港
湾
労

働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
労
働

環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

④
石
炭
火
力
発
電
施
設
の
休
廃

止
に
つ
い
て
は
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
、
国
土
交
通
省
及
び
厚

生
労
働
省
の
三
者
で
定
期
的
に

意
見
交
換
を
行
い
、引
き
続
き
、

労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
努
め

る
。行

動
の
最
後
は
、
国
土
交
通

省
前
に
て
、
港
運
同
盟
日
吉
会

長
の
「
お
疲
れ
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
第
一
日
目
を
締
め
く
く
っ

た
。第

二
日
目
の
10
日
（
木
）

は
、
10
時
か
ら
12
時
ま
で
新
橋

駅
前
Ｓ
Ｌ
広
場
に
参
集
し
て
、

「
港
湾
ユ
ー
ザ
ー
は
莫
大
な
利

益
を
港
湾
に
還
元
せ
よ
！
」

「
港
湾
を
戦
争
に
使
う
な
！
」

「
憲
法
9
条
改
悪
反
対
！
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
街
頭
演
説

や
ビ
ラ
配
り
な
ど
道
行
く
市
民

に
対
し
、
街
頭
宣
伝
行
動
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
、
午
後
の
13

時
か
ら
担
当
4
名
が
日
本
貿
易

会
へ
の
要
請
、
14
時
か
ら
経
済

産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

と
の
交
渉
を
担
当
14
名
が
行
っ

た
。街

頭
宣
伝
で
は
、
全
国
港
湾

玉
田
書
記
長
が
司
会
進
行
を
行

い
、
挨
拶
で
全
国
港
湾
真
島
委

員
長
は
「
港
湾
の
利
用
者
の
船

社
・
荷
主
は
大
儲
け
を
し
て
お

り
、
港
運
料
金
へ
の
適
正
な
価

格
転
嫁
で
大
幅
賃
上
げ
を
行
な

え
！
」
と
訴
え
た
。
港
運
同
盟

日
吉
会
長
も
同
様
の
演
説
を
行

っ
た
、

ま
た
、
全
国
港
湾
竹
内
委
員

長
代
行
は
「
戦
争
で
の
一
番
の

犠
牲
者
と
な
る
の
は
港
湾
労
働

者
だ
！
」
、
鈴
木
副
委
員
長
は

「
港
湾
を
兵
站
基
地
に
し
て
は

な
ら
な
い
！
」
遠
藤
副
委
員
長

は
「
戦
争
を
し
な
い
の
が
政
治

の
責
任
だ
！
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ

れ
演
説
を
行
っ
た
。

友
諠
組
合
か
ら
は
、
国
土
交

通
省
労
組
、
航
空
連
の
4
名
か

ら
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

行
動
で
は
、
新
橋
駅
頭
で
の

ぼ
り
旗
、プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

各
々
が
2
4
0
枚
の
ビ
ラ
を
市

民
に
配
布
し
た
。

11
月
16
日
（
水
）
13
時
30
分

よ
り
労
使
政
策
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
11
月
9
日
に
外
船
協
と

邦
船
協
か
ら
年
末
年
始
特
別
例

外
荷
役
の
協
力
要
請
が
日
港
協

に
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。そ

の
後
、
組
合
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
22
春
闘
要
求
で
の
「
一

丁
目
一
番
地
」
で
あ
る
適
正
料

金
の
交
渉
を
船
社
と
元
請
が
随

時
行
っ
て
い
た
が
、
一
昨
日
、

関
係
元
請
か
ら
専
業
へ
の
支
払

い
も
含
め
て
、
正
式
に
解
決
し

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
22
春
闘

要
求
4
―
（
6
）
項
で
う
た
わ

れ
て
い
る
「
年
末
年
始
特
別
例

外
荷
役
に
係
る
労
働
環
境
整
備

の
協
議
に
応
じ
る
こ
と
」
に
対

応
し
て
、
例
外
荷
役
議
事
録
確

認
に
1
項
目
を
設
け
て
対
応
し

た
い
と
し
た
。

組
合
側
と
し
て
、
料
金
問
題

に
つ
い
て
解
決
し
た
こ
と
の
確

認
が
で
き
た
と
し
て
、
休
憩
を

挟
み
議
論
し
た
結
果
、
協
力
要

請
が
11
月
9
日
と
期
間
が
短

く
、
本
日
に
了
承
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
十
分
な
議
論
を
行
う

た
め
に
、
22
春
闘
協
定
に
1
項

目
を
設
け
、
時
間
を
か
け
て
労

使
で
協
議
す
る
こ
と
を
書
き
込

ん
で
い
く
こ
と
を
提
案
し
、
労

使
で
確
認
し
た
。

ま
た
、
組
合
よ
り
本
日
に

（
仮
）
議
事
録
確
認
書
に
署
名

す
る
の
は
、
船
社
の
配
船
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
し
て
一
日
で

も
早
く
判
断
し
た
こ
と
を
伝
え

て
ほ
し
い
と
し
、
日
港
協
は
船

社
に
伝
え
る
と
し
た
。

（
仮
）
議
事
録
確
認
書
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様

の
も
の
を
双
方
署
名
し
た
。

年末年始例外荷役に関する
労使政策委員会議事確認

2022年（令和4年）12月31日から2023年（令和5年）

1月4日（但し、1月1日は除く）の間の例外荷役

について下記の通り実施する。

記

1．当該4日間を「年末年始休日」とする。

但し、時間外算定基礎分母は現行通りとする。

2．「日中荷役とする。」の原則は、徹底し順守する。

但し、1月4日については取り切り船に限り原

則18時迄とする。

なお、詳細については必要な地区（港）労使で

対応する。

3．1月4日の平日化については継続協議とする。

4．出勤者に対しては、割増賃金及び精励金を支給

し、かつ代休を保障する。

5．例外荷役は、本船作業及びその作業に係わる倉

庫・物流倉庫に限定する。

ただし、ライフライン関連など緊急貨物に係る

作業ついては、地区（港）労使でその取扱につい

て協議し決定した上で実施することが出来る。

以上

2022年（令和4年）11月16日

岸
田
首
相
が

所
信
表
演
説
で

『
公
的
な
賃
上

げ
』
と
言
っ
て

い
た
。
賃
金
を

あ
げ
る
こ
と
で

『
高
い
ス
キ
ル
』

の
人
材
を
呼
び
寄
せ
、
そ
れ
が

生
産
性
の
向
上
と
一
層
の
賃
上

げ
に
繋
が
る
『
好
循
環
』
を
作

り
出
す
と
述
べ
て
い
た
。
岸
田

首
相
は
昨
年
秋
の
就
任
時
に
お

け
る
所
信
表
明
で
も
、
賃
上
げ

の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た

が
、
実
は
内
容
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
▼
昨
年
は
、
近
年
の
新

自
由
主
義
政
策
が
『
富
め
る
者

と
富
ま
ざ
る
者
と
の
深
刻
な
分

断
を
生
ん
だ
』
と
述
べ
、
成
長

の
果
実
を
分
配
す
る
こ
と
が
大

切
と
繰
り
返
し
強
調
し
た
。
し

か
し
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
述
べ

ら
れ
て
い
た
『
分
配
へ
の
言
及

が
消
え
た
。
ま
た
、
1
9
9
0

年
代
以
降
の
非
正
規
雇
用
の
拡

大
や
賃
金
抑
制
政
策
へ
の
反
省

は
な
く
、
企
業
の
経
営
改
善
の

方
策
と
し
て
賃
上
げ
が
語
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
▼
10
月

4
日
の
政
府
会
合
で
、
岸
田
首

相
は
『
物
価
の
上
昇
率
を
カ
バ

ー
す
る
賃
上
げ
』
を
労
使
に
呼

び
か
け
、
現
在
、
物
価
高
に
苦

し
む
中
小
企
業
の
取
引
改
善
策

を
打
ち
出
し
た
。
庶
民
の
生
活

が
厳
し
く
、
政
府
も
こ
の
こ
と

を
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。
一
方
、
『
年
功
制
の

職
能
給
』
か
ら
職
務
給
へ
の
移

行
や
、
『
企
業
間
・
産
業
間
の

移
動
円
滑
化
』も
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
提
案
は
、
人
件
費

の
削
減
と
雇
用
不
安
を
助
長
す

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
我

々
労
働
者
本
位
の
賃
上
げ
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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